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令和４年度 第 11 回 教育研究評議会議事要録 

 

 

日  時  令和５年１月４日（水）午後１時 30 分から午後２時 15 分 

出  席  29 名 オブザーバー２名   

    

〔審議事項〕 

１．一橋大学大学院長期履修学生規則の一部改正について  

青木理事・副学長から、一橋大学大学院長期履修学生規則の一部改正について、資料１に

基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

２．一橋大学大学院経済学研究科規則の一部改正について  

青木理事・副学長から、一橋大学大学院経済学研究科規則の一部改正について、資料２に

基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

３．一橋大学大学院法学研究科規則及び細則の一部改正について  

青木理事・副学長から、一橋大学大学院法学研究科規則及び細則の一部改正について、資

料３に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

４．2023 年度大学院経営管理研究科学生募集要項（案）について  

青木理事・副学長から、2023 年度大学院経営管理研究科学生募集要項（案）について、資

料４に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

５．ソーシャル・データサイエンス学部設置に伴う学業優秀学生表彰制度の変更について  

稲葉副学長から、ソーシャル・データサイエンス学部設置に伴う学業優秀学生表彰制度の変

更について、資料５に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

６．平成 30 年告示高等学校学習指導要領に対応した令和７年度一橋大学入学者選抜における出

題教科・科目等について 

青木理事・副学長から、平成 30 年告示高等学校学習指導要領に対応した令和７年度一橋大

学入学者選抜における出題教科・科目等について、資料６に基づき説明があり、審議の結果、

原案どおり承認された。また、今後軽微な修正を行う必要が生じた場合には一任いただきたい

旨説明があり、承認された。 

 

 

 

 

〔報告事項〕 

１．令和４年度四大学連合複合領域コース制度に基づく派遣及び受入学生数について  

青木理事・副学長から、令和４年度四大学連合複合領域コース制度に基づく派遣及び受入

学生数について、資料７に基づき報告があった。 

 

２．令和４年度（秋冬学期）多摩地区国立５大学単位互換制度に基づく派遣及び受入学生数につ

いて  

青木理事・副学長から、令和４年度（秋冬学期）多摩地区国立５大学単位互換制度に基づ

く派遣及び受入学生数について、資料８に基づき報告があった。 
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３．令和４年度（秋冬学期）お茶の水女子大学との単位互換制度に基づく派遣及び受入学生数に

ついて  

青木理事・副学長から、令和４年度（秋冬学期）お茶の水女子大学との単位互換制度に基

づく派遣及び受入学生数について、資料９に基づき報告があった。 

 

４．外国人留学生数について（令和４年 11 月 1 日現在） 

青木理事・副学長から、外国人留学生数について（令和４年 11 月 1 日現在）、資料 10 に

基づき報告があった。 

 

 

 

 

〔その他〕 

１． 指定国立大学法人構想の展開について 

中野学長から、指定国立大学法人構想の展開について、資料 11 に基づき説明があり、審

議の結果、承認された。また、以後の修正は学長に一任いただきたい旨説明があり、承認さ

れた。 

 

 

 

 

配布資料 

１．一橋大学大学院長期履修学生規則の一部改正について（案） 

２．一橋大学大学院経済学研究科規則の一部改正について（案） 

３．一橋大学大学院法学研究科規則及び細則の一部改正について（案） 

４．2023 年度大学院経営管理研究科学生募集要項（案）について 

５．ソーシャル・データサイエンス学部設置に伴う学業優秀学⽣表彰制度の変更について 

６．平成 30 年告示高等学校学習指導要領に対応した令和７年度一橋大学入学者選抜における出題

教科・科目等について（予告）（案） 

７. 2022（令和４）年度 四大学複合領域コース「派遣学生」数一覧 

2022（令和４）年度 四大学複合領域コース「受入学生」数一覧 

８．2022（令和４）年度 多摩地区国立５大学単位互換制度「派遣学生」数一覧 

2022（令和 4）年度 多摩地区国立５大学単位互換制度「受入学生」数一覧 

９．2022（令和４）年度 お茶の水女子大学との単位互換制度 派遣・受入学生数一覧 

10．外国人留学生数について（令和 4年 11 月 1 日現在） 

11．第４期中期目標期間における指定国立大学法人構想（素案）について 

 

 

以上 


